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1. ジ クロロイ ソシ アヌル酸 カリの木綿 布への適 応性

を従来 の漂白剤 と比較検 討し た第１報に引きつづき， 今

回は合成繊 維・樹 脂加工 布への適応性 を検討し た｡また，

漂白効果 の判定法 に関して，実 用条件 を念 頭におい て設

定 された実験条件 範囲で精度 よく漂 白効果 を追求し うる

判定 法を検討し た。

2. 各種合成繊維試料布及び 樹脂加工布試料 により.

有効塩 素200 ～1000 ppm の濃度範囲で,  20,  40,  65 °C

の各 温度で ラウンダオ ーメターによリ30,   60,   120分処

理を行ない，そ の漂白効果，強 伸度変化 を調 べた。 また

漂 白効果 を精度 よく判定 するため，直 接染 料，酸性 染料

の水溶液お よび染色糸 につい て実用濃度範 囲のジ クロロ

イ ソシア ヌル酸 カリ水溶液に よる退色速度 を検討し た。

3. 合成繊維 につい ては，反射率 の高い試 料を用い た

た め，ビニロン， ポリプロピレ ンの他は 漂白効果に有意

差は認められなか った。しかし 強伸度はト リアセテ ート

以外の繊維で危険率1% または5% で温度，濃度に有意

差がみ られ た。

樹 脂加工布への漂白処 理の影響は，試料に市販品を用

いたため，樹脂加工その ものへ の影響よ りむしろ螢光漂

白剤の破壊に起因する黄化現象が顕著に認 められた。

漂白効果 を判定する適 当な耐 塩素堅ロウ度をもつ染 料

とし ては酸性染料Acid Orange Ｒ が最 も適すること

が明らかとなり， これによって次亜塩素酸ナトリウムな

どの他のものの漂白効果 を精度よく比較することか出来

た。


